
伊勢崎市の文化遺産を活かした地域活性
化事業

【計画の改善時期】
平成   年度

事業概要：

事業概要：

事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

32 年度

地域文化財総合活用推進事業 実施計画

群馬県伊勢崎市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

本実施計画に係る全体の企画・調整や、各補助事業に係る指導等は以下の担当課が行う。
伊勢崎市教育委員会 文化財保護課：各補助事業における文化財の取扱等に関する指導・調整等
伊勢崎市 経済部 文化観光課：観光業務に関する連携

また、補助事業は次の団体が実施する。
伊勢崎市文化遺産活性化委員会（委員長 福島 行孝）
構成団体（茂呂町一丁目区、茂呂町二丁目区、北千木町区、南千木町区、美茂呂町区、茂呂南町区、

茂呂地区屋台囃子保存会連絡協議会、茂呂町一丁目屋台囃子保存会、
茂呂町二丁目屋台囃子保存会、南北千木町屋台囃子保存会、美茂呂町屋台囃子保存会、
茂呂南町屋台囃子保存会）

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

第2次伊勢崎市総合計画（平成26年度策定）及び伊勢崎市教育振興基本計画（平成26年度策定）を踏まえ、地域の
文化遺産の保護を図り、その価値の再認識をすることにより次世代への継承を促すとともに、文化遺産を活用して
地域活性化を推進するため、下記の事業を実施する。
また、事業計画期間中は、本事業を通じて、行政と地元住民による連携・協力体制を強化し、文化遺産を保存・

継承し、活用していくための体制の確立を目指す。
さらに、本事業を各地域で地元住民が主体となって取り組むことで、次世代を担う子どもたちが郷土の文化遺産

に触れ、学ぶ機会となり、ふるさとへの愛着と誇りに満ちた人材の育成を図る。
※伊勢崎市教育振興基本計画はURL
（https://icity.elg-front.asp.lgwan.jp/isesakiwww/www/contents/1454985301782/files/sinkoukeikaku.pdf）

地域文化遺産活性化

平成 30 年度 ～ 平成

 10 その他事業（自主財源，民間団体，他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

地元住民の地域の文化遺産や伝統文化に対する関心や意識が向上し、地元住民による地域の文化遺産の保存と、
次世代への確実な継承とともに、地域の活性化が期待できる。また、行政と地元住民による連携・協力体制が強化
されることにより、様々な情報発信が可能となり、観光客の増加も期待できる。
さらに、各地域で地元住民が主体となって取り組むことで、次世代を担う子どもたちが郷土の文化遺産に触れ、

学ぶことで、ふるさとへの愛着と誇りに満ちた人材が育成され、本市への定住人口の増加が期待できる。

地方公共団体
担当部局課

伊勢崎市教育委員会 文化財保護課 文化財保護係

 11「文化財保存活用地域計画」の作成・認定や「文化財保存活用大綱」の策定，「歴史文化基本構想」の策定
や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

現時点では、伊勢崎市での策定予定はない。

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

～平成30年度交付決定額： 6,444 千円 平成31年度申請額： 5,787 千円

様式１－１



100 人平成 32 年度目標値１： ⇒【現状値】 平成 29 年度 【目標値】60 人

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

目標区分１： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分１： 祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 茂呂地区屋台囃子保存会会員数 関連事業:

進捗状況１： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33

設定根拠１：

25%

年度

人 人 70 人 人 人 人

目標区分２： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分２： 地域の祭礼行事等への入込客数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２： 飯福神社秋祭りへの参加者数 関連事業:

平成 32 年度 400 人

設定根拠２：

進捗状況２： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値２： 【現状値】 平成 29 年度 200 人 ⇒ 【目標値】

平成 年度 平成 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

人 人

25%

人 人 250 人 人

様式１－１別紙①



 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①： 屋台修復事業 実施団体： 伊勢崎市文化遺産活性化委員会

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 飯福神社秋祭りへの参加者数

目標値：

～ 平成 32 年度

事業概要：
市指定重要有形民俗文化財である「茂呂の屋台」５基について修繕を行うことで、地域の住

民の興味関心及び意欲の向上につながり、伝統行事への観覧者数の増加につながる。

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 30 年度

【現状値】 平成 29 年度 200 人 【目標値】 平成

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 32 年度

人

25%

人 人 人人 人 250

事業②：

32 年度 400 人

32 年度 平成 33 年度30 年度 平成 31 年度 平成

屋台囃子後継者育成事業 実施団体： 伊勢崎市文化遺産活性化委員会

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成

⇒

地域に住む親子を対象に屋台囃子の実技講習を行う。

評価指標区分： ・保存会への新規入会者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 各地区屋台囃子保存会の新規入会者数

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 0 人 ⇒ 【目標値】 平成 32 年度 40 人

事業概要：

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

人 人 10 人 人 人 人

25%

様式１－１別紙②


